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ると，
          11mp・（［帥）］三叫N（0）二α）一1   （It。。（1。。。）），
          f－oo       〃ポ，ブ（α）（～ブθ兵         ’
                    2r＋1が成りたつことが示される．ここでQ、はΣ篶＝mの自然数の解κ1κ。…κ。、十1をすべて考え
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表． 点群を値としてとる確率分布のシミュレーション（実験回数1000）
群 冶＝2 々＝3 群 々＝2 々＝3
m3m 191 553 32 39 5432 87 79 3m 20 5
互3m 91 85 4 13 1
m3 146 103 互 8 2
4／mmm O 32 222 9 1
23 4ユ 18 mm2 37 93m 58 41 2／m 24 5
nユn1n1 0 10 3 13 3
4／m 28 10 2 9 0
耳2m 71 10 m一 10 0
422 30 8 ！ 0 O
4nlm 36 13 1 1 0
三≡； 38 7
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パターン生．成のモデルとそのあてはめ
統計数理研究所種 村 正 美
 平面上の領域γにN個の点が散布されており，各点の位置座標をκ6（ゴ＝！，2，…，N）とす
る．各点をたとえば生物個体とみなし，生息地γに定着しているN個体の生物集団を考える．
N個体の位置座標全体をXで表わすと，Xには配置ハターイに関する情報が原理上すべて含
まれており，パターンが生成された過程についても履歴が残されているであろう．われわれの
目的は，位置座標xの与えられたデータに対して，想定しうるバターン生成モデルをいくつか
考察してそれらをあてはめ，そしてそれらの適合性からデータに妥当なモデルを求めることで
ある．
 パターン生成のモデルとして，以下ではわれわれは個体間距離7に依存する相互作用ポテン
シャルの（プ）のもとでのギブス平衡分布モデル，および同一のポテンシャルのもとでの逐次充
填モデルを考える．これらは例えば，個体間で互いに反発型の相互作用をするなわぱり性動物
において，なわばりの位置が互いに調節される場合と調節されたい場合という定着過程のちが
いを表現している．
 データがポテンシャルの（ダ）のもとで平衡た配置であることを仮定すると，ギブス分布を尤
度関数として使えるが，その仮定が成立したい場合にはそれができたい．そこで，いくつかの
パターン生成モデルを同時に比較するため，われわれは尤度法の代わりに経験的手法を用いる．
すなわち，空間配置を表現する統計量丁についてデータから得られる経験分布関数F（〆）とモ
デルのそれとの適合性を考察するのである．
